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【町工場の銀行】

｢製鉄業の銀行｣だっただけではない. 19世

紀第2四半期,開業初期のイングランド銀行

バーミンガム支店は,バーミンガム-ブラッ

ク･カントリ地域の中小金属加工業者を顧客と

して手形割引を営む, ｢町工場の銀行｣ともい

うべき側面をもっていた.割引口座の開設を承

認された企業のなかには,たとえば金メッキ装

身金具メーカー(gilttoymakers)パーセル

(James & Henry Purcell) [C226]のように,

資本金500ポンド,年間売上高1,500ポンド,従

業員10人,二人の経営者も従業員とともに働く

という全くの零細企業さえ見受けられる.この

企業は老舗であり, 『従業員は女性ばかりの10

名だが,難しい工程はすべて[二人の]パート

ナー[経営者]自身が担当』しており,また

『製品の一点一点を先任のパートナーが自分の

手で仕上げている』 [アンダーラインは原文]

など,規模は小さいが『比類なく行き届いた仕

事ぶりで大きな信用を得ている』というのが,

本店に宛てた支店長の推薦理由となっていた.

この町工場が『割引に持ち込む手形は,正常な

取引に基づく得意先の引受手形』とされ,割引

枠(割引残高の最高限度額)はイングランド銀

行の割引口座としては最小規模の500ポンドに

定められている1).

前述のように,当時のバーミンガムはイギリ

ス最大の金属工業都市であり,多数の中小･零

細規模の金属加工業者が多様な職種に｢特化｣

｢専門化｣して,それなりに独自な技術的･経

営的な工夫と努力を積み重ね,全体として高い

生産性をあげていた.ボウルトン-ワット商会

のマシュー･ボウルトンが下院小委員会の証言
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で『[バーミンガムでは]大手の製造業者たち

も,すべて,元来,ほんの少しばかりの資金で

仕事を始めた人ばかりです』と強調し2),同様,

1833年の議会証言でも｢業界の大物でかつて小

企業主でなかった者は一人もいない｣という陳

述がくりかえされているように3),当地域の工

業経営者の家系をみると,代表的な企業家のば

あいでも,ほとんどは元来,賃金労働者か独立

小生産者として身を起こした人々であった.地

域的資源(鉄と石炭)と旺盛な内需,営業上･

宗教上の自由を基盤として,彼らは｢勤勉｣と

｢技術｣を武器に小生産者的発展の流れに乗り

｢効率的生産方法｣ 4)を構築して着実に経営を

拡充しつつあった.

規模は小さくとも,バーミンガムの企業家は

概して誠実･入念･勤勉な仕事ぶりで『大きな

信用』をもち, 『機敏で適応力に富み』, 『高度

に知的な労働者』 (highly intelligent work-

men)を擁していf=5). 18世紀中葉以来バーミ

ンガムでは『ほとんどの製造業主(master

manufacturer)が自分の新発明をもち』
(タッ

カー),世界に類のない『応用機械学』 (同)

『機械工学』(ボウルトン)の隆盛がみられるな

ど, ｢発明の一般的な醸酵状態｣ (コート)が存

在しが).その｢機械｣は多くが｢軽くて持ち

運びができ｣, ｢むしろ道具の範暗に｣近いもの

で, 1824年には次のような証言もなされている.

『バーミンガムの機械は,かげろうのようなも

ので,ある特定の商品が流行している間だけの

短命な存在です.それはまた,ある一つの工場

とか一つの町といった限られた範囲で通用する

特有な機械です』 7).このような草の根レベル

での日常的な小型の技術革新ではあったが,い

や,まさにそれだったからこそ,バーミンガム

は住民が取得した特許件数の点でマンチェス

タ-などの地方諸都市を圧倒して最多であり8),

新しい動力である蒸気機関の活用という面でも

遜色のか､実績を示してい7=9).裏側からいえ

ば,このことは,当時のバーミンガム地域の

｢町工場｣にとって,単に｢勤勉｣とか｢誠実｣
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だけではなく,勤勉･誠実をその職場に独自な

小型｢技術革新｣に結び付けるのでなければ生

き残れないという,厳しい競争的な経営環境が

存在したことを意味している10).じっさい｢企

業規模が小さいだけに上昇も下降も途は容易で

あり,失敗した小親方は雇職人に逆戻りし,成

功した者は数名の従業員を20人, 30人へと拡大

する｣という社会的流動性の高さは,経営者と

労働者との｢境界線設定が困難｣なことととも

に,この地域の顕著な特徴となっていf=11).

ともあれ, 1835年に刊行されたバーミンガム

の商工人名録によれば,商工業(小売を除く)

の経営数は約2千(1,967)で,その4分の3

弱(1,446)は金属工業経営(大部分は金属加

工業)であって,それらは極度に細分化した専

門職業に特化していたという12).このような

バーミンガムにおける金属加工業の展開と並行

して,隣接するブラック･カントリ地域への

｢技術移転｣があり,その結果多くの金属加工

業の凝集地区が形成されていた.この場合,ブ

ラック･カントリ地域では｢釘,馬具金具,錠

前,バックルなど,総じて低度の技術をもって

製造することができ,しかもバーミンガムの金

属工業者たちが経営対象としてはすでに見棄て

しまった金物類｣が主要製品となる傾向があっ

た13). ｢釘の製造は特にダドリーからプロムス

グラヴにかけて, -鎌の製造はベルブラサトン
を中心に,バックル製造はビルストン周辺,馬

具金具はウオルサルで｣ 14)というような伝続

的農村手工業の立地を踏まえて,製品ごとに特

定地域に特化して発達したのである.

1827年に営業を開始したイングランド銀行

バーミンガム支店の割引顧客には,以上のよう

なバーミンガム-ブラック･カントリ地域の中

小金属加工業者が多数含まれていた.彼らは大

規模化(規模の経済)よりも専門化(経営特

化)を選択し,小規模でも独自の技術を工夫し

実現して労働生産性を高めようと努めていた.

こうした金属加工業の成長に牽引されその需要

に相応して- ｢加工部門主導型｣ (- ｢バー
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ミンガム型｣)のかたちで一発展したのが,

前段で検討した｢特殊西部ミドランズ的中小規

模製鉄資本｣にほかならない.バーミンガム支

店は｢鉄屋の銀行｣として,このような｢地域

内市場向特殊高級鉄原料の小規模生産｣製鉄企

業を最大の有力顧客として優遇した.ところで,

金属加工業の成長に促された製鉄業の発達は,

今度は加工部門の一層の発展と専門化を促進し,

これがまたその専門に適した原料鉄材の生産を

拡大するという｢相乗効果｣を巻き起こした.

バーミンガム-ブラック･カントリ地域では,

こうして｢原料採掘一製鉄(中間生産物) -金

属加工(最終生産物)という一貫した分業構造

が地域内に｣確立する15).そして,基本的に

国内市場向けで成長した多くの金属加工業は,

いまや,内需を基礎に,輸出産業としての性格

をも強めてきて,ヨーロッパヤアメリカに積極

的に供給した. 1832年,ウルヴァハンプトンで

開かれた選挙法改革の集会で,ある演説は『50

年前にはわれわれは,ほとんど全面的に国内消

費のために製造していたが, -事態は大きく変
化して,いまやわれわれは全世界のために製造

している』と述べ,市場の拡大にともなって問

題も大きくなったのだから,業界の意見を政治

に反映するための改革が急務だと論じてい

る16). 1866年に『バーミンガムならびにミド

ランド金属工業地域の資源･製品･産業史』を

編纂･刊行したティミンズは,その序文で

『バーミンガムから半径30マイル以内で世界の

金属工業製品に対する需要のほとんど全てが実

際に供給されている』と自負している17).

イングランド銀行バーミンガム支店,とくに

その初代支店長ニコルズは,以上のようなバー

ミンガム-ブラック･カントリ地域の中小金属

加工業者の経営的特質を充分に理解し評価して

いた.ニコルズは,前述のように,この地域が

『旺盛な活力と企業心をもつ小規模製造業者の

凝集地』であり,かれらが振出したり割引いた

りする｢バーミンガム手形｣は『ほとんど全て

小額ではあるが本質的に極めて優良』で, 『真

正の取引から生じた手形』であることを強調す

る18).中小･零細な規模ではあるが,かれら

は『勤勉で道徳的』であり,また『高度に知的

な労働者』をもつ『機敏で適応力に富んだ』優

良な地場産業の経営者であって,こうした『地

元の企業者的生産者層』こそバーミンガム支店

の顧客にふさわしい19).ァトウッド商会など

の地方銀行も『多数の職人を独立させ』 『小資

本家を奨励』してはいたが,それら銀行家の脆

弱な経営体質には不安があったから,支店にた

いする地元業界の期待も大きかった20).ニコ

ルズは,中小･零細規模の商工業者でも,独自

の経営的･技術的性能の持ち主には『高く格付

け』して『惜しみなく』手形を割引くという,

『大胆で,しかし選別的で思慮深い信用供与の

原則』 (『ニコルズ氏によって採用されたシステ

ム』)21)を実行して,開業早々, 1827年のうち

に,支店が『製造業界･商業界に大きく貢献す

る』｢町工場の銀行｣として『バーミンガムに

土着化した(naturalised in Birmingham)』と

自任している22).

同年7月,真鎗鋳造業の分野では群小経営者

の一つにすぎなかったバーミンガムの少壮実業

家ウインフィールド[D64]に割引口座の開設

が承認されたのも, 『正直と誠実』,『機械や道

具』『デザインや出来栄え』など,技術革新と

品質管理に徹して高賃金･高品質,比較的小粒

だが成長力に富む優秀な企業を作り上げようと

するその企業者活動が評価されたためで23),

｢ニコルズ･システム｣を窺わせる一例であろ

う. ｢金属加工業｣や｢その他諸工業｣の場合

には,装身具メーカーのパーセルを含めて,こ

れよりも遠かに零細な口座開設企業が沢山記録

されている.ニコルズによれば,割引適格手形

に関する『バンク[当局]の規則を通達どおり

に厳格に実施すれば,当地で流通している手形

の20分の19までは支店で割引けないことにな

り』,それでは多くの優秀な顧客を『個人銀行

家に追い返す』結果になる.小規模でロンドン

の規格には合わないが安全で信頼できる｢バー
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ミンガム手形｣を積極的に割引いてこそ,支店

はバーミンガム-ブラック･カントリ地域で

『より決定的な影響力をもって行動することが』

可能となり,本店が求める地場産業の経営体質

(したがって｢手形の質｣)の改善や銀行政策の

地方浸透にも貢献することができる-という

のが支店長の基本的な経営戦略なのであっ

た24)･ともあれ,まず, 19世紀第2四半期に

割引口座を開設した金属加工業者の概要を鳥取

しておこう.

【金属加工業者の割引口座:概況】

前掲第7表｢割引口座開設企業の経営概況

(1827-1850)｣のうち(A) ｢総括表｣および

(c) ｢金属(おもに鉄)加工業一覧｣に示した

ように,当時バーミンガム支店に割引勘定をも

った金属加工業者は34経営で,その9割は初代

支店長の在任中(ほとんどは開業二,三年のう

ち)に開設された口座である.その業種と立地

は,バーミンガムに集中した｢銃器･刀剣｣

(6企業), ｢装身金具･ボタン｣ (7企業)や,

ウエストブロミッチ,ウルヴァハンプトン,ダ

ドリー近傍などの｢釘｣ (6企業)をはじめ.

各地の｢金物･刃物｣ ｢ピン･針｣ ｢針金｣ ｢そ

の他｣ (傘[骨]等)各種の製造業にわたって

いる25).

これらの金属加工業者の経営規模は,同じく

割引口座を開いていた製鉄企業(36社)と比較

して格段に小さかったことは,いうまでもない.

平均でみた資本金は8,500ポンド,年間売上高

は16,400ポンドで,それぞれ製鉄企業の平均の

16%および22%程度である. 1口座平均の割引

認証枠(割引残高の最高限度)は3,100ポンド

(製鉄では11,500ポンド)であり,またイング

ランド銀行で最も大口の2万ポンド口座をもつ

企業が製鉄業では13社あったのに対して,金属

加工業の場合には,この最高枠を認められた企

業は皆無であり, 1万ポンドの口座を開いた3

企業[c7] [cll] [c122]が最も大口の割引

顧客なのであった.もっとも,この1万ポンド
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企業は,ボタン製造業者ハモンド･ターナー･

アンド･サンズ[c7]にしても,針金製造業

者J.W.フィプソン[C122]にしても,資本

金(4-5万ポンド),売上高(6-8万ポン

ド)ともほぼ製鉄企業の平均なみの規模であり,

そのほかの金属加工業者でも,中小製鉄経営

(とくに前述した｢限界企業｣ - ｢単独高炉経

営｣や小型の｢結合経営｣,また高炉をもたな

い｢単独鍛造圧延経営｣ ｢単独鋳造経営｣など)

には勝るとも劣らぬ資本や年商をもつ企業が例

外ではなかったから,製鉄企業の｢末端部分は

金属加工業者上層部と分ち難く結びついて｣26)

いたという西部ミドランズ金属工業全体の構図

は,バーミンガム支店の割引顧客のあいだでも

再現されていたといってよい.

しかし,金属加工業者の割引口座に最も顕著

な特徴は,口座の認証枠とその開設企業に小規

模･零細なものが多いことである.第7表

(c)から認証枠別に割引口座の分布を整理し

てみると,全部で34の口座のうち,上記3件を

除く31件は5,000ポンドから500ポンドの口座で

あり,その過半数(17件)は2,000ポンド未満

(1,500ポンド以下)の小規模口座に属している.

内訳は1,500ポンドが1件, 1,000ポンド6件

(したがって1,000ポンド未満は10件), 800ポン

ドl件, 600ポンド4件,残りの5件が最小規

模の｢500ポンド口座｣である.ところで,バ

ンク当局は『極く稀な場合を例外として,理事

会は1,000ポンドないし2,000ポンド未満の認証

額で割引口座を開設することばない』旨を全支

店に通達していた27).じっさい,リヴァプール

支店でもマンチェスタ一支店でも,私が営業書

簡から確認した限り, 19世紀前半に2,000ポン

ド未満の割引口座が開かれたことは-前者で

の2件の例外のほかは-一切か､ (第8表).

これに対してバーミンガムの支店長ニコルズは

開業早々『小規模製造業者の集合体』である地

域経済の特殊性を本店に説得して, 『バーミン

ガムの場合には500ポンド[まで] の小口な割

引口座』の開設を認めるという｢特例｣を獲得
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した28).その結果,バーミンガム支店では製鉄

業者や貿易商人を含む割引顧客全体でも1,500

ポンド以下の小口｢特例｣口座が3割(800ポ

ンド以下は15%)を占め,とりわけ金属加工業

に限ればその割合は5割(800ポンド以下でも

3割)に達していたのである.とくに, 500-

600ないし800ポンドという最小クラスの｢特

例｣口座が10件,バーミンガム-ブラック･カ

ントリ地域の各種金属加工業者のために開かれ

たことは特筆されてよい.

｢500-600ないし800ポンド口座｣企業層の経

営規模を第7表(C)で検討すると,すでに言

及した｢装身金具｣製造のパーセル[C226]

(資本金500ポンド,年売上高1,500ポンド,従

業員10人)や同業のバレル[c134] (資本1,000,

年商2,000)を最も小規模な企業として, ｢銃

器･ピストル｣ [C149], ｢釘｣ [C125], ｢かん

な｣ [c55], ｢金物｣ [c219], ｢ピン･針･釣

針｣ [C52], ｢針｣ [C123] [c212]の製造,

｢金属精錬｣ [C175]など, 10企業平均で資本

金2,130ポンド(最高4,000-最低500ポンド),

売上4,980 (10,000-1,500),従業員30人(100

-10人;両端を除外すると平均22人)となる.

ところで,ニコルズの推算(1827年)によれば

『もし当地の全ヱ旦製造業者の帳簿を調べれば,

彼らの年売上高は平均で4,000ポンドに満たな

いことは確かである』 29).また,議会委員会

の報告(1843年)によれば｢典型的か†-ミン

ガムの工場では6人から30人の職工がいるだ

け｣だった30).些細な数字は一応の目安にす

ぎないが,大雑把にみて, ｢500-600ないし800

ポンド口座｣企業群は平均してこの地域の｢典

型的｣製造業者の上層,もしくはその上限を若

干突き抜けつつあった企業層であり,そのなか

には地域の｢平均｣規模を下回る小規模･零細

経営も散見されたということができる.口座開

設企業には,年商4,000ポンド以下(最小1,500

ポンド)が少なくとも4経営,従業員30人以下

(最低10人)の企業が同じく7経営含まれてい

たのである.
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もちろん｢1,000ポンド未満口座｣は全体の

約3割にすぎなかったから,全体として割引口

座の開設が金属加工業者の上層に高い割合でみ

られたことは否めない.しかし,これまで研究

史が一致して疑わなかったこととはいえ,

｢バーミンガム地域の金属加工業のなかで最大

規模の企業だけが｣31)割引口座を保有できたと

みることは,正確とはいい難い32).中央銀行

政策形成途上のイングランド銀行で, 『旺盛な

活力と企業心をもつ少塑堕製造業者の凝集地』

(ニコルズ)に立地したバーミンガム支店が,

中小･零細規模の金属加工業者をも顧客とする

｢町工場の銀行｣ともいうべき一面を有したこ

とは,支店長ニコルズがこうして蓄積された

｢現場の経験｣を背景に,バンク当局に『沢山

の貴重で垂壁旦情報』を提供し33),対話や葛

藤を通じてバンクの意志決定に一定の影響を与

えていくだけに,興味深く,重要な事実という

べきではなかろうか.

【業種別にみた割引顧客･金属加工業者の事例】

第7表(C)の順序にそって各種金属加工業

別の口座開設状況に立ち入ってみよう.

① ｢銃器･刀剣｣

銃器(とくに小銃･ピストル等の小火器)製

造は｢1800年にはバーミンガムの主要産業の一

つになり｣34), 1835年の商工人名録には仝経営

の約1割にあたる199名の｢銃器製造業者｣ (那

品メーカーを含む)が記載されているとい

う35).イングランド銀行バーミンガム支店に

割引口座をもった銃器製造業者は6経営であり,

そのうち2経営は刀剣製造業を兼営した.銃器

製造は｢狭い職場に多くの専門の熟練職人が働

く典型的金属加工産業｣36)であり,上記の6経

営中4経営は,資本3-4千ポンド,売上4千
-

1万ポンド,従業員30-50人から50-80人の

¥規模だった.最も大きかったのは2万ポンドの
資本で5万ポンド以上の売上をあげたウェスト

レイ･リチャード[C214]であったが,彼は後

年,後づめ銑の開発に成功し,騎兵隊に大量納
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入して業界の第一人者となっている37).

② ｢装身金具･ボタン｣

装身金具(トイ)とボタンの製造業もバーミ

ンガムを代表する産業で, 1835年にはそれぞれ

83経営および84経営が存在したと伝えられてい

るが38),割引口座の開設は装身金具メーカー

4経営,ボタン製造業者3経営について確認す

ることができる.前者は資本1,000ポンド以下,

売上2,000ポンド以下で最も小規模な割引口座

(限度額500ポンド)を認められた2企業と, 1

万ポンド以上の資本(従業員は50人程度),

5,000-15,000ポンドの売上で5,000ポンドの割

引枠を与えられた2企業に分化している.その

なかでも最も零細な企業が前述した金メッキ装

飾品専門のトイ製造業者パーセル[c226] (餐

本金500ポンド,年売上高1,500ポンド,従業員

10人)で, 『従業員は女性ばかりの10名』だが

『難しい工程』や『仕上8判 は『一点一点』経

営者自身が担当して『大きな信用を得て』いた

というこの町工場は, 『正常な取引に基づく得

意先の引受手形』 (theAcccies of their custom_

ers taken in the due course of business)を

バーミンガム支店で割引いf=39).ぉそらく,

イングランド銀行全支店のなかでも最も零細な

割引顧客だったと思われる.

ボタン製造業でも,金属加工業では最大規模

の経営で1万ポンドの口座を開設したハモン

ド･ターナー･アンド･サンズ[c7] (資本

金45,000ポンド,年売上高6万ポンド,従業

員300-400人)から,比較的小規模で『どち

らかというと血の気が多いほうだが安全で公正

に取引をする』40)ハズバック[C14] (資本金

3,000,売上1万以下,従業員30)まで,大小

のクラスが存在した.各種の金属製ボタン

(『バーミンガム･ボタン』 "Brummagembut-

tons")は｢国内市場での極めて潤沢な需要に

加えて,合衆国や大陸-の輸出も大量だった｣

から,いくつかの大企業が栄えていたが,ハモ

ンド商会はその筆頭で, 1860年代にも,最高級

ボタンの製造に専門化して｢4代にわたる業界
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での指導的支配力｣を誇っている41).他方,

ハズバックについては,支店長ニコルズが

『バーミンガムで出回っている手形の多くは,

製造業者の委託代理商ないし巡回商人

(Factors,and the Travellers of Manufacturing

Houses)が-イングランド,スコットラン

ドおよびウェールズの全域に及ぶ一旅先で商

品を販売して受け取った手形を当地に送付して

くる』もので,多くは『小額手形』であり,な

かにはロンドン宛てであっても『銀行払い』で

なく, 『満期がきても一日や二日支払いが遅れ

ることはしばしば』というものも存在したが,

それでも『ほとんど全ての場合[-,二日たて

ば]支払われる[のだから安全性に問題はな

い!]』ことを本店側に説明するときに,彼

[ハズバック]の営みを引き合いに出している

ので興味深い42)

⑨ ｢釘｣

製釘業はバーミンガムおよび特にブラック･

カントリ地域の重要産業であり, ｢最も資本集

約度が低い｣43) (また｢地域での就労者数が他

のどの製造業よりも断然多い｣44))こと,また

｢製釘業者｣ (nailmanufacturer)が一中心職
場を経営するほか一伝統的な手作業で製釘す

る周辺の｢家内職場｣ (domestic shops)を問
屋制的に支配し, ｢屋根裏親方｣ (garret

masters)など男女の職工や児童を低賃金の

｢外業部労働者｣ (outworkers)として組織し

ていたこと45),などは周知のとおりである.

1825年の商工人名録にはブラック･カントリ地

域の｢製釘業･釘問屋｣として26経営が記載さ

れ46),最盛期(1830年)の就労者数は-

｢明らかに誇大な推算｣であるが-5万人と

いわれている47).

19世紀第2四半期にイングランド銀行バーミ

ンガム支店に割引口座をもった製釘業者はブラ

ック･カントリ地域の6経営であるが,そのう

ち1経営[C125]はレース編機械製造などい

くつかの兼業をもつ小企業で, ｢製釘業者｣と

してはやや異質なので別にすると,残りの5経
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営は,いずれも資本金7-8千から1万ポンド

(1経営のみ2万ポンド),年間売上高2万-2

万5千ポンドで,ほぼ共通したサイズである.

(従業員数に開きがあるのは, ｢外業部労働者｣

についての記載様式が不統一なことによるもの

と思われる.従業員｢600-1,000人｣の企業

[c4]の場合には『主として(つまり大多数

は)女性と児童』という注記があり,これと反

対に,その下の企業[C33]については『男性

が100人.女性と児童は別』という記載になっ

ている48).外業部を大胆に推計して加算する

と,割引顧客である製釘5経営の就労者数は3

-4,000人から5-6,000人にもなるであろう.)

ともあれ,支店長によれば,こうした製釘業者

が『割引に出す手形はほとんど全てロンドン払

いであり,全て真正な営業取引から生じた』も

のであることが期待されていた49).

1830年代から,機械製釘の導入とベルギー

(およびドイツ)の競争によってイギリスの手

製釘生産(したがってその基盤である｢家族的

生産単位｣)は衰退におもむき,世紀後半には

トラック制(trucksystem)もひろまって,辛

工製釘業は｢苦汗職種｣ (sweated trades)の

典型とされている50).しかし,そのなかで,

ダドリーとその近郊に立地した｢馬蹄釘｣製造

業は｢機械の競争にさらされない唯一の釘｣51)

を生産して活況と名声を高めていた.蹄鉄用の

釘は第一級の良質な鉄と入念な手作業を必要と

したため,機械化の試みは成功せず,そのため

ここでは賃金が高く,女性労働は稀で,トラッ

ク制も普及しなかった. 1860年頃の就労者は約

2,000人と伝えられている52). 1829年に｢鎌･

刃物･釘製造業者｣としてバーミンガム支店に

割引口座を開設したグリフィン父子会社

[c159]は19世紀中葉にはこの馬蹄釘製造で筆

頭格の企業に成長し,その商標("G"のブラ

ンド)がドイツ企業に盗用されるほど優秀で人

気のある製品を生産したといわれている53).

ところで,バーミンガム支店は開業の当初か

ら,中小規模の経営でも誠実で勤勉な,また単
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に誠実･勤勉なだけではなく技術開発や生産の

効率化にも熱心な企業や企業家を積極的に評価

し,そうした｢バーミンガム型｣の経営に割引

機会を提供しようと努めていた.手作業が長く

支配した製釘業の分野でも,開業間もない1828

年2月には,支店長ニコルズが自動機械化され

た最新鋭の製釘工場(Patent Cut Nail

Manufacturers) [E13]に割引口座を認めるよ

う,本店(理事会)に上申したと記録されてい

る.この企業の経営者(二人のパートナー)は

『人格きわめて高潔な』 (highly respectable)

だけでなく, 『彼らの工場は見事な秩序で整然

と管理され,その機械類は実に複雑で珍しいの

で,充分見学に値します. [棒鉄が]裁断され,

頭を付け, [他の端を]尖らせ,釘が完全に仕

上げられるまで,手労働が入り込む余地はない

のです.』一支店側の評価はこのように高か

ったが,バンク当局は同社がアメリカ企業の
『身代り』(外資系ダミー会社)で『バーミンガ

ムとの関係が薄い』と指摘して難色を示したの

で,話は立ち消えになったようであが4).

④ ｢金物･刃物｣

炭坑主が兼営する一企業を除いては概して小

規模な経営で(平均資本額3,000ポンド),ス

プーンとか飽(かんな)の専門メーカーも割引

顧客だった.零細な｢階段用拭般抑え金棒･な

げし製造業者｣ (stairrod and moulding

maker) (資本500ポンド,禿上l,200ポンド,

従業員6-10人)が300ポンドの割引口座を申

請した事例さえ存在する55).

なお,そのなかで従業員100人を使用する中

堅的な金属スプーン製造業者だったジョン･イ

ェイツ[C219]は,後年(1860年代)刃物製
造業界の代表的な実業家として約400人を雇い,

大量の商品を外国および植民地市場に供給して

活躍すが6).

⑤｢ピン･針｣

この小分類に属する4経営は売上高(平均

6,500ポンド),割引枠(平均600ポンド)とも

金属加工業者のなかでも最小の規模である.周
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知のように,アダム･スミスは『国富論』

(1776年)の冒頭で｢[ピンの]小Manufactory

(製造場)をみた. 10人しか雇用されていない｣

が,その10人が18工程を分業しつつ協業してい

るため,一人当たりの生産性は一人で全工程を

担当する場合の240倍にもなると述べている.

バーミンガムでは, 18世紀半ばにさかのぼるピ

ン製造業の場合｢一本のピンを作るのに14人が

別々の工程で手作業したのであり,多数の女性

や子供がこの製造業によって働き口を得ていた

のであるが, 1840年代までに機械化が普及し

た｣といわれていが7). 1827年に最小規模

(500ポンド)の割引口座を開設した｢ピン･

針･釣針製造業者｣ [c52]は資本3,000ポンド,

売上6-7,000ポンド,従業員20人の小企業で

あるが,スミス時代のようなマニュファクチ

ャーを基礎に-おそらく部分的には機械も導

入し一経営を多角化したものと考えられる.

⑥ ｢針金｣

針金製造業は金属加工業のなかで資本,売上,

割引枠とも平均して最も規模の大きい顧客であ

ったが, ｢金属総合取扱商｣を兼ねた大型の-

経営[C122]の存在によることが大きく,こ

こでも, 250人を雇用する｢針金製造･金属圧

延･雑穀釜製造｣の中堅企業[c133]のほか,

資本3,000ポンド,売上8-9,000ポンド,従業

員40人の小企業(｢針金･炉格子製造｣) [c29]

も存在する.

⑦ ｢その他｣

そのほか,資本は小さいが70-100人を雇用

する｢雨傘･日傘製造業者｣ [c8]なども少

額の割引口座を認められていた.

[d-3]その他諸工業

以上にみた製鉄業(および真銑鋳造業) ･金

属加工業という当地城の主要産業が,イングラ

ンド銀行バーミンガム支店の割引顧客である商

工業者のなかで,企業数では3分の1,資本額

では2分の1の重みをもち,割引認証枠の45%

を占めて,支店最大の顧客層となっていた.し
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かし金属工業以外にも当地には多様な地場産業,

なかには｢雑業｣的な中小･零細企業も存在し

て,支店に口座を設けていた.そのなかには,

第7表(D) ｢その他企業抄録｣に例示したよ

うに,製紙業,櫛製造,タイル製造,リボン織

屋,ブラシ製造,ワニス製造,皮なめし･製革

莱,木工業(｢キャビネット･移動可能机製造

業者｣),ガラス･陶器製造,カットグラス製造,

械鍛製造,石鹸･アルカリ製品製造,宝石加

工･金銀細工匠,ロープ･麻袋製造などがあり,

ほかにもテープ製造とか漆職人など多彩な職種

を拾い上げることができる.その企業数や資本

金,年間売上高および割引認証枠の総計は,第

7表(A) ｢総括表｣に示されるように,いず

れも金属加工業のそれをむしろ上回っているの

である.

これら企業の経営規模をみると, ｢ガラス･

陶器･煉瓦｣関係の企業の平均資本規模

(38,000ポンド)は製鉄企業に次いで大きく,

｢化学(薬･石鹸等)｣工業は一企業あたりの年

間売上高(35,000ポンド)の点で製鉄,真鈷,

針金製造に次ぐ位置を占めている.この2分野

の企業は平均して製鉄企業に次いで大きい割引

認証枠(6-7千ポンド)を与えられている.

なお,従業員数でみると,繊維関係の諸企業

(平均約340人)が製鉄,製釘に次ぐ規模を示し

ている.もっともこれらの諸分野でも, ｢抄録｣

に例示したように,資本5,700ポンド,売上2

万ないし2万5千ポンド,従業員24人,割引枠

2,000ポンドという資本集約型の中堅的｢石

鹸･アルカリ製品製造業者｣ [D198]はもとよ

り,資本3,500ポンド,売上8,000ポンド,従業

員12名,割引枠500ポンドの零細な｢カットグ

ラス製造業者｣ [D188]もバンク支店の顧客リ

ストから排除されていない.繊維工業でも,抄

録諸企業中最大規模のキダミンスターの｢械般

製造業者｣ジョン･リー･アンド･サンズ(餐

本金･売上高とも5万ポンド,従業員600人)

[D169]が12,000ポンドの割引口座を開いてい

た一方で,タムワースの零細な｢テープ製造業
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者｣ (資本3,500ポンド,売上5,000ポンド)

[D147]58)も500ポンド口座をもっている.その

中間にコヴュントリの2軒の｢リボン織屋｣

(資本6-8千,売上2-3万,従業員200ない

し300-500人) [D72] [D145]やウルヴァハ

ンプトンの｢ロープ･麻袋製造業者｣ (資本4

千,売上1万2千ないし1万5千,従業員130

人) [D225]等がいて, 2-5千ポンドの割引

口座で営業を支えていた.バーミンガム支店は

企業規模を顧客選別の決定的な基準にしていた

とは思われない.

念のため｢抄録｣記載の他業種の企業をみて

も, ｢/ト規模企業｣ (資本4-7千ポンド,売上

1万一1万数千ポンド,従業員40-70人,割引

枠1-3千ポンド程度)といえる｢櫛製造業

者｣ [D41], ｢ブラシ製造業者｣ [D83], ｢ワニ

ス製造業者｣ [D84],さらに｢零細企業｣ (餐

本2千ポンド未満,売上3-6千ポンド,従業

員20-40人,割引枠1千ポンド以下)とみなす

べき｢製紙業者｣ [D22], ｢タイル製造業者｣

[D72], ｢製革業者｣ [D87], ｢キャビネット･

移動可能机製造業者｣ [DIOl], ｢宝石細工･銀

匠･時計メーカー｣ [D201]など,当時,イン

グランド銀行バーミンガム支店が小規模･零細

な地場産業にも門戸を開いてていたことを物語

る事例が多数存在する.支店長は,たとえば上

記の｢タイル製造業者｣ [D72]についてそう

であるように,これらの企業が規模は小さくて

も経営者が『立派な性格の持ち主で,市場で引

っ張り凧の良い商品を製造している』59)ことを
強調して,バンク当局に割引口座を認めるよう

推薦したのであ■る.製鉄業者はもとより,中

小･零細規模の金属加工業者やその他の各種製

造企業までがバーミンガムではイングランド銀

行支店の顧客であったことは,従来全く看過さ

れてきたように思われる. ｢鉄屋の銀行｣ ｢町工

場の銀行｣ ｢雑業の銀行｣としての経験が,支

店経営のあり方やバンクの中央銀行政策形成史

にどのような影響を与えたか-その前に商人

の割引口座についても概観しておこう.

[d-4]商業

【商人の割引口座】

穀物･食品,金属･石炭,雑貨,繊維などか

ら貿易まで全てを一括すると,商人の割引口座

はバーミンガム支店に開設された割引口座(銀

行業者の口座を除く)総数の43%を占め,割引

限度額の合計でも全体の36%に相当した.彼等

の資本金の合計は顧客商工業者の資本金総額の

27%だったが,年間売上高では全体の41%の比

率をもち,支店にとって商人は金属工業に次い

で重要な取引先だった(第7表(A)).

もっともこれは一応の分類で,製造業者が手

広く商業を兼営したり,逆に商人が製造業を営

んだケースも多数存在した.たとえば割引口座

開設第1号となったバーミンガムのショー商会

(Messrs Charles, James & Charles Shaw)

[Dl]は営業書簡では<manufacturers and

merchants>と記載されているが,知人の回顧

録によれば,この商会は｢馬櫛[鉄櫛]職人｣

(a working maker of currycombs)だった父チ

ャールズが弟と機械を開発し特許を取って経営

を拡大したもので,しだいに｢町工場｣の様々

な商品をサンプルで仕入れて手広く国内や海外

に販売するようになった. 191郎己中葉,怠子の

チャールズの時代になっても, ｢多面的な貿易

のほか,馬櫛.鉄製･真鎗製の燭台,フライパ

ン,炉格子,鋳造釘･裁断釘そのほか様々な商

品の製造業者｣と<Lて, ｢精力的･方法的｣で

｢指導力ある｣経営手腕を発揮して｢巨富を築

き｣, ｢同世代ではミッドランド諸州で最も活発

で効率的な商人兼製造業者｣といわれるまでに

成長した60). 1827年元旦,開業当日に,支店

長ニコルズはこのショー商会にイングランド銀

行としては最高額(2万ポンド)の割引口座を

開くよう,本店宛の書簡で申請しf=61).

そのほか｢真鎗鋳造･鉄器卸売｣ (Brass

Founders & Wholesale lronmongers) [D17] ,

｢銃器･刀剣製造･委託輸出｣ (Gun&Sword

Manufacturer & Commission Merchant) [c

5], ｢釘製造･委託販売･鉄器卸売･鉄輸出｣
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第10表 小額割引口座(商人)一覧(1827-1843)

番号

書簡

番号 業種

金 50(E9) 57 C()alMerc1ーant

属

石

76 105 CoaⅠDealer

D86 132 ⅠronMercbant

105 178 CoaⅠ&ⅠronStoneMerclーarlt

炭 238 854 Merchant(princip(111ythelrish,&t1ーeMetalTrade)

穀
21 19 Maltster

42 42 Grocer,&Cheese&ButterFactor

q勿
D65 88 Corn,Flour&ProvisionⅠ)Paler

97(E8) 162 MaltsterandCornDealer

氏
D99 168 Butter&ProVisiorⅠDealer

I)124 211 C()rnDealer

料
160 261 Wine&SⅠ)iritMerchant&Maltster

180 302 Mil一ers,C()rnDealers&C1ーeeSeFactors

[l 193 324 Butter&CheeseFactor
口口

218 631 Grocer,TeaDealer&Chandler,Wb()1esale&Reatai1

維
1.08 184 Druggist&(;rocer

167 267 DrugglSt,GrocerandHopDeaⅠer

貨
200 317 W1ー01esalePaperDeaⅠer

205 360 W1ー01esaleChemistsDruggists

繊 117 204 Clot1ーMerclーaⅠーt

維 164 265 Tiosier

そ

の

他

132 224 I)e.,1lerinBulli()n

150 243 WholcsaleGlass,I_ea(l&ColourMerchant

238l) 854 W1ー()1esaleJewe1Ⅰer

238e 861 TimberMerchant

31 27 Fact()r

舵 】63 264 Fact()r

商
コ二

莱

華

20 19 Builders&TimberMerchants

30 27 TimberMerchant&Wo(】dTurner

39 36 Col(1KeyMaker&Jeweller

73 102 Wh()1esaleStationer&MarblePaperManufacturer

D87 132 Currier&LeatherFactor

175 279 Re丘ner&DealerinMetalls
呂
C194 326 MetalDealers&Manufacturers()fRolledMetals&MaslinKettles

212 431 NeedleMaker&Factor

平均佃(A)※全経営(35経常)の単純平均.♯不明の3経常を除いた32経営の単純

･■l-I--J与佃(B)t5L.1L)jポンド超の1経常を除く34経常の平牡☆2}jポンド前後の3経常を除く29耗

[備考]イングランド銀行本･支店間の営業書簡より作成.略号等は第7表の｢備考｣と同じである.

(Nail Manufacturers and
Factors, Wholesale

Ironmongers
and
Iron Merchants) [c33],

｢ガラス･陶器製造販売｣ (Glass& Earthware

Dealers & Manufacturers) [D148], ｢皮なめ

し･皮革委託販売｣ (Cur一ier& Leather

Factor) [D87]など,商工兼業は30経営前後

存在する.第7表では,それらは原則として製

造業に分類されている.

商業に分類したもののなかでは, ｢貿易(お

よび一般商業)｣ ｢金属(および石炭)｣ ｢穀物･

食品｣関係が企業数も多く経営規模も大きい.

｢貿易(および一般商業)｣は取扱商品が特定さ

れていない商人で, ｢総合商社｣ (general

merchants)を含み約30経営あるが,その多く

は貿易商人で,取引先が記載されているなかで

は対米貿易が多い.,｢金属(および石炭)｣の分

野でも- ｢広大な国内市場の補完物｣6)とし

て成長してきた釘等の鉄製品や鉄材の外国市場
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所在地

資本金 年売上高 割引枠 承認

(£'000) (£) 年月日

B'bam 1.5 5 500 28.7.24

W't(】n 1.5 】_2 600 27.10.18

W.B'ch 1.6 800 28.2.14

Dudley 2 15 1,000 8.21

B'ham 3 10 800 42.3.4

1 500 27.2.8

3 8 1,000 3.29

ー. 20 600 8.9

n.Blton

1.5 12-15 500 28.5.29

2 8 I,000 6.26

B'ham 1.6 8 500 12.18

B'ha.m 5 6-8 1,000 29.6.25

B'bam 2.5 15-20 1,000 30.1.14

B'Ⅰーam 3 6 800 31.5.6

4 25 1.000 34.7.10

B'ham E) 5 500 28.9.ll

B'ham 3 12 1,000 29.7.23

B'1ーam 3 5 700 30.10.7

B'ham 2.8 5 800 12.16

B'ham 3 15 8()0 28.12.6

B'ham 2,5 8-lO 800 29.7.16

1.6 10 500 29.1.22

B'1ーam 1 4 500 4.2

B'ーーam 8 l5 1,000 42.7.21

B'lーam 8 l2 1.000 43.10.5

4.5

6-8

700 27.2_.15

B'bam 4 1,000 29.7.16

Blh'1m 6 4 1,000 27.2.1

10-1.2 8-9 1,000 2.15

B'lーam

2 2 1,000 3.8

1.6 6 500 10.4

B'ham 1.2 3-4 500 28.2.14p

B'ham 2.5 10 600 29.9.24

2 8-10 600 30.5,l3

4 5 600 32.10.27

)I;-均. ※3.0 ♯9.4
※734

営の平均_ tt52.8 ☆8.3

がアメリカを中心に拡大し,特に当地域が鉄道

の建設で4大港(ロンドン,リヴァプール,ブ

リストル,ハル)と結ばれる30年代後半から40

年代初めに先立って,地場産業や地元の商人が

『リヴァプール[やロンドン]商人の介入なし

に外国市場に直接船積みする』傾向が強くなり,

イングランド銀行バーミンガム支店の『これま

で全く貿易業務に関係しなかった顧客が支店口

座の運用にあったって支店長に[貿易関係の]

情報を問い合わせる』ようになったという

『バーミンガムの商業の全く新しい特徴』63)を

反映して- ｢鉄材輸出商｣ (Iron Merchant)

や｢金物輸出代理商｣ (Hardware Commission

Merchant)の数が多く,国内市場向けの｢金

属取扱商｣ (Dealer in Metals)や｢委託代理

商｣ (Factor,principally of lronmongery, Sad-

dlery and general, to the Home Trade

[D245])等と並んでいた.また｢穀物･食品｣

関係では｢穀物商｣ (corn Dealers),
′｢肉屋･

食料品商｣ (Butcher & Provision Dealer), ｢粉

屋･麦芽商･穀物仲買人｣ (Miller,Maltster&

CornFactor), ｢食品･チーズ･バター仲買商｣

(Grocer & Cheese & Butter Factor), ｢紅茶取

扱商｣ (Tea Dealer), ｢ワイン･火酒商｣

(wine & Spirit Merchant), ｢ホップ･種子商｣

(Hop and Seed Merchants)など多彩な卸売商

や仲買人が,バンク支店に手形を持ち込んだ.

商人のなかでも｢貿易｣ ｢金属･石炭｣ ｢穀

物･食品｣に分類される企業は比較的経営規模

が大きく(第7表(A)参照),とくに金属関

係(金物類等)の輸出商には大型の商社がいく

つか存在した.なかでも前述したバーミンガム

のショー商会[Dl] (資本6万,年商10万)と

ダドリーの｢鉄器商･貿易商･代理商｣

(Ironmongers, Merchants & Factors)バッジ

ヤー商会(Thomas &
Isaac Badger) [承認番

号157]64) (資本4-5万,年商5万)は限度

額2万ポンドの割引口座を認められていたが,

このイングランド銀行で最も大口の｢2万ポン

ド口座｣をもったのは,バーミンガム支店の場

令, 19世紀第2四半期を通じて,割引口座を開

設した仝商工業者の6%, 15経営にすぎず,製

鉄業者以外ではこの2企業だけだっf=65).ま

た,割引口座を開設した商業経営で資本金が最

大だったのはウルヴァハンプトン近郊の｢鉄･

石炭商｣ (Iron & Coal Merchants) [141]66)

(資本8万,年商5万,割引枠1万5千)であ

り,年間売上では,バーミンガムの｢対米貿易

商･代理商｣ (American Merchant & Agent)
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ヴァン･ヴアート(HenryvanWart) [126]67)

(資本1万,年商10万,割引枠7千)がショー

商会と首位で並んでいた.オランダ系アメリカ

人として生れたヴァン･ヴアートはバーミンガ

ムに移住してイギリスに帰化し, ｢バーミンガ

ムをはじめとする各地の製品を大量に買付けて

ニューヨークへ船積みする｣輸出業者として出

発したが,やがて自前の商品を販売するのでな

く,委託を受けて商品を売買する代理商として

成功した. ｢商人として彼は聡明,機敏,単刀

直入,理路整然として,固く名誉を重んじた.

その誠心誠意の人柄で製造業者にも顧客にも広

く敬愛され,社員や職員にも慕われて,多くは

老年まで勤続した｣と伝えられている.彼はま

た,市制施行(1838年)後,参事となり,治安

判事にも任命されている68).

しかし｢貿易･商業一般｣ ｢金属･石炭｣ ｢穀

物･食品｣分野の商人でも,第10表に示すよう

に,資本規模が1,000-1,500ポンド前後の鉄商

人,石炭商,穀物･殻粉･食品･麦芽商や,

3,000-4,500ポンド程度の委託代理商,金物輸

出商,バター･チーズ仲買商などが500-800ポ

ンドの小額割引口座を開いていたことも見逃せ

ない.その他の商業分野では,平均値でみても

経営規模は小さくなり(第7表(A)),平均で

は比較的大きい繊維取引でも-2万ポンド台

の資本金で年間5 -10万ポンドの売上をもつ羊
毛商や麻織物･毛織物卸商が5千- 1万ポンド

の口座をもつ一方-資本2,500-3,000ポンド

の織物商人やメリヤス商が800ポンドの口座を

開いていた.最も小口の割引口座を開いたグ

ループのなかには,資本金1,000-1,600ポンド

の雑貨･薬剤商,地金取扱商,ガラス･鉛･顔

料卸売商,書籍卸商,皮革仲買商などが存在し

た.第10表によれば,当時(この場合は1827年

の開業から17年間)バーミンガム支店に1,000

ポンド以下の小口口座を開設したことが確認で

きた商人は35経営で,彼等はバーミンガムおよ

びブラック･カントリ(ウルヴァハンプトン,

ウエスト･ブロミッチ,ダドリーなど)に立地

(163) 73

して,平均2,800ポンドの資本で年商8,300ポン

ドの売上をもち,最高割引残高700ポンド限度

の口座をイングランド銀行の支店に置いて手形

を割引いた. 『取引は大きくないが,ビジネス

では時間を守り安全で立派な人物とみなされて

いる』商人[D2]を積極的に評価するという

のがバンクとくにバーミンガム支店の方針であ

り,初代支店長ニコルズは,資本や取引高が小

さい場合でも,本店宛の申告書に,たとえば

『商人として注意深く堅実な立派な人物』 [31]

などのコメントを附記して,小額口座の開設に

力を入れていたのである69).こうして,商人

の割引口座のリストには,資本金では大は8万

ポンドから小は1,000ポンドまで,年商では10

万ポンドから2,000ポンドまで,大小多彩な経

営が, 2万ポンドから500ポンドまでという

様々な規模の割引枠で口座を開設していたこと

が物語られている.

製鉄業,金属加工業,その他諸工業,商業に

ついて行なった以上の検討から,割引口座を開

設できたのは｢大多数が第一級の巨大商社

(large merchant houses of 丘rst class

standing)｣であり｢最大規模の企業だけ
(only the largestfirms)｣であったとか, ｢[割

引口座開設の]申請者は大部分が大規模な商人

と製造業者(the larger
merchants and

manufactories)｣であり｢大多数の小企業者

(small entrepreneurs)は排除されていた｣と

いう通説70)が,バーミンガム支店に関しては

-割引実績の量的な比重は別の問題として残

るが一正しくないと結論することができる.

【割引口座の開設条件】

イングランド銀行は1812年3月の理事会決定

で割引口座の開設を『営業歴2年以上の卸売業

者(wholesaleTrader)』に限定し,また,こ

れより先1809年には『外国人(Foreyners)に

は割引口座の開設を認可しない』ことを定めて

いた71). 『卸売業者』といっても『小売を本業

としない』という意味であって,卸売商のほか
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貿易商や製造業者も- 『時に一個口で小売す

る』にせよ-口座を開けたことは『いうまで

もない』72).バーミンガム支店長は『当地の極

めて多数d製造業者は,製造した商品を広く商
人に供給するほか,工場の棟続きに売店をもっ

て小売している』ことを指摘して,そうした製

造業者や,同様な書籍卸商[73 (-E5)],級

匠[E17]のケースにつき弾力的な対応を求め

ている73).支店長はまた『イギリス人

(BritishSubject)であろうがなかろうが,割

引がイギリス経済のためになるなら問題ない』

という立場から外国人口座の禁止に反対し,と

くに『商業代理人』 (Commercial Agents)に

はアメリカ人が多いため,この禁止措置が『余

所のどこよりも当地城で支店手形業務の妨げと

なっている』ことを強調した.そして外国人口

座を承認して,その手形を『手形そのものの価

値によって』判断し優良な手形は割引くという

裁量権を支店長に与えるように要請した74).

1828年にバンク当局は『5年以上の営業歴』を

条件に禁止規定を緩和し,翌年アメリカ国籍で

バーミンガムに在住する二人の｢対米貿易商･

代理商｣ [156 (-El°)] [161]に割引口座が

認められている75).

ところで, 19世紀バーミンガム-ブラック･

カントリ地域の石炭･製鉄業や製釘業･製鎖業,

馬具製造業などで盛んに行なわれたトラック制

の代表的な一形態に,経営者(｢トラック親方｣

truck master)が職場で｢売店｣ ("tommy

shop")を経営し,小麦粉,ベイコン,チーズ,
砂糖,煙草,ローソクなどの食料品や日常品の

購入を労働者に強制する直営｢売店｣制度があ

ったことは周知である76).この場合｢トラッ

ク親方｣は『[売店での]商品の販売による利

益』のほか『[売店用]商品を[たとえば]ニ

ヶ月の信用で購入する利益』があったから77),

｢売店｣制はしばしば弱体企業の『不正な競争

手段』78)となり,またときには｢若干の最も大

きい製鉄業者や最も尊敬すべきミドル･クラス

の人々｣79)でもこの制度を活用したといわれて
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いる.そして,この工場直営の小売店舗への納

入業者に対して割引口座を認めるかどうかとい

う点でも,以下のように,これを不健全として

拒否する本店と,その有益性を主張するバーミ

ンガム支店長との意見が対立した.

1828年暮にダドリー近郊の｢食肉卸･牧畜業

者] [E16]が｢500ポンド枠｣の割引口座を申

請したのに対して,本店側は支店長に次ぎのよ

うな理由で拒否することを通告した. 『割引を

予定される手形は,製鉄業者たちの董昼(些∈

旦垣)に納入する食料品に対して.[食肉商

が]振出す手形と考えて間違いないが,その食

料品は貨幣賃金の代わりに労働者に供給される

もので,消耗品であるから[本来は]作業所に

納品された時に即座に[現金で]支払われるべ

きものである.
--賃金の支払がこうして[手

形の満期日まで事実上]繰り延べられるわけで,

信用制度を刺激して偽の資本(false Capital)

を創出することによって,結局は製鉄業者の不

利益をもたらすことになる』80). -これに対

して支店長は, 『粉屋,麦芽商,肉屋等々によ

って売手[｢売店｣]に与えられる信用』が『製
鉄業者の作業所を実質上損失無しに操業させ得

ている』ばかりでなく,その商品も零細な小売

店より『良質で安価』であることや, 『労働者

が完全に雇主の監理下に従属させられるという

が,そのほうが,彼等が全く自己管理のもとに

放置され好きな所で好きなようにお金を使う場

合より,飲酒も浪費もはるかに少ない』ことな

どを論拠として｢売店｣制を擁護した. -し

かし,総裁は『良く規制された売店が労働者に

有益でありうることは承認するにしても,売店

が既に拡張し過ぎた信用制度をさらに膨らませ

る手段とされてはならない』という立場を堅持

して譲らなかったのであが2).

【e]信用関係の展開と世界市場

割引口座の検討から確認できたように,開業

当初のイングランド銀行バーミンガム支店は,

広範な中小商工企業をも顧客にして,競争的な
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｢割引銀行｣としての性格をもっていた.その

基盤には商業信用(企業間信用)の｢草の根｣

的な展開と手形淀通の浸透が存在する.顧客企

業の信用取引について鳥撤しておこう,

【商業信用の連鎖と手形流通】

1832年の夏,バーミンガムで開かれた公開討

論会において,演壇にたったアトウッド

(Thomas Attwood),ジョーンズ(charles

Jones),コベット(WilliamCobett)は,それ

ぞれの立場から,この地域の経済界と『勤労諸

階級』 (the industrious classes)の生活にとっ

て,経済の『巨大な上部構造』となっている信

用取引を保全し拡大することが重要な課題であ

ることを浮き彫りにした83).とくに,アトウ

ッドが｢生産は消費であり消費は生産である｣
(『ある系列の商品を生産することは,とりもな

おさず他の系列の商品を消費することにほかな

らない』)という観点から『生産･分配･消費』

を包括する『循環システム』 (その『巨大さと

ヴァイタリティー』)に焦点をしぼって, 『信用

によって営まれている取引の巨大さ』と『為替

手形･約束手形･小切手その他の信用手段』の

大量の流通に注意を促したのを承けて,ジョー

ンズが,そうした商業信用展開の原型を,当地

域の発展を牽引した金属工業の担い手たちの購

買力を起点とする地域内的経済循環の基本モデ

ルとして提示していることは興味深い.すなわ

ち,ジョーンズは『信用は商業の魂』というピ

ットの言葉を引用し, 『為替手形はいまや外国

貿易のみでなく国内取引でも主要な清算手段と

なっている』と強調して, ｢真鎗細工師｣

(brazier)が｢村の仕立屋｣ (villagetailor)で

上衣を挑えるために先ず｢反物商｣ (mercer)

で生地を買うケースを例として,聴衆に説明す

る.これによって≪｢反物商｣ - ｢織元｣

(clothier)- ｢羊毛商｣ (wool-merchant) -

｢農民｣ (farmer) ≫という商品の流れが実現し,

そのさい『反物商から受取った為替手形を織元

が裏書して羊毛商に支払い,それがまた裏書さ
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れて農民に支払われ,この農民がそれを｢銀行

業者｣ (banker)のもとで割引いて地代を払い,

｢地主｣ (landlord)が｢肉屋｣ (butcher)や

｢パン屋｣ (baker)に支払い,彼等がそれぞれ

の買掛金を支払うというわけで,皆が滞りなく

繁栄し』生産が拡大して, ｢労働者｣

(workmen, labourers)の雇用も確保されると

いうのである.ジョーンズはこのような｢草の

根｣の連鎖を含めて信用取引の安全を保障する

ために,通貨改革と『国民銀行』 (National

Bank) -その『支店網』
(National Branch

Banks) -の新設を主張した.コベットはこ

の改革構想には批判的だったが,商業信用の

｢国民的｣展開の事実は前提して,そのうえで,

イギリスはアメリカに対して3千万ポンド(う

ちバーミンガムは百万ポンド)の債権をもつか

ら｢貿易商人｣ (merchants)の利害も重要で

あると,やや皮肉をこめて指摘している.

イングランド銀行バーミンガム支店の割引顧

客の市場と信用がここで措かれたように単純で

なかったことはいうまでもないが,その複雑で

巨額な信用取引も,この地域における信用の広

範で奥深い展開を基盤としていたことは記憶し

ておきたい.

【顧客企業の市場と信用】

基軸産業の製鉄業の場合『4ケ月手形で支払

いを受けるのが確立した慣習』となっていた.

そのため割引適格手形の期限を3カ月以内とし

たバンクの規定がしばしば紛争の種になり,代

替措置として, 4ヶ月以内の手形を担保とした

短期(1ケ月以内)の｢つなぎ融資｣が間歓的

に認められたことは既述のとおりである.西部

ミドランズの製鉄業は全体として内需(地域市

場)指向の中小製鉄資本であり,なかには,

『取引の半分ほどはボールトン-ワット商会

[-の納品]であって,商会がそのロンドン代

理店宛に2ヶ月の手形を振出して彼に支払う』

という恵まれた相対取引も存在した84).しか

し輸出も少なくなく,ロンドン,リヴァプール,
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ブリストルなどの有力商社宛に彼等が振出す

『全てロンドン払いの』手形は,期限は長期だ

ったが支店には重要な優良手形だった85).

ところゼ,ウエスト･ブロミッチでホーロー

製品などを生産した鋳鉄業者ケンリ ック

[B196]の会計帳簿は,この｢軽鋳造業の代

表｣が製品の一部を直接国内各地の鉄器小売商

に販売したが,多くは商人とくに委託代理商

(factors)に依頼して国内の小売商や海外の輸

入業者に販売したことを示しており,これが多

く■の生産者･荷主に共通した販売形態だったと

思われる.ケンリックは,国内市場では,鉄器

卸商などが兼ねることが多かった代理商に製品

を委託し,代理商が自ら,また巡回販売人

(travelling
salesmen)や代理人(agents)を雇

って各地で販路を開拓した.また海外へは,ケ

ンリック同様バーミンガム支店の割引顧客だっ

たショー商会[Dl]などバーミンガムの有力

商人に販売を委託し, ｢販売価格[を見越して

そ]の相当部分について委託代理商に宛てて手

形を振出して,その手形を銀行で割引いた｣86).

このように国内取引でも対外貿易でも委託代

理商の活躍は目覚ましく,委託代理業務は

｢バーミンガムにおける最も盛んで最も重要な

ビジネスに成長した｣といわれている87).

【委託代理商の活躍】

『貿易商人(merchants)で委託代理商

(factors)でない者は少ししかいない』88)とさ

えいわれるから一応の目安にすぎないが,割引

口座開設申請書に｢委託代理商｣ (Factor,

General Factor, Commission Agent, Mercan-

tile Agentとか,取引国や営業分野を併記した

American Agent, Hardware Commission Mer-

chant,
Corn Factor等々)と記載された経営は

仝｢商人｣の約3割に達し,これに製造業者で

代理商を兼営する者を加えると,その数は40数

社となる.そのなかには,最高の割引枠(2万

ポンド)を認められたダドリーの｢鉄器商･貿

易商･委託代理商｣ [157]や資本金も年商もこ
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れを凌駕する｢貿易商-代理商｣ [D38]など

から,最低規模の｢500ポンド口座｣を開いた

｢皮なめし-皮革商｣ [D87]や, ｢鉄器(馬具

その他一般)等国内代理商｣ [D241]等々,規

模も業態も多彩な経営が存在する.国内取引と

貿易に分けて,若干敷街してみよう.

(彰国内代理商

国内取引では上記の｢鉄器(馬具その他一

般)等国内代理商｣ < Factor,principally of

lronmongery (Sadlers'and
general)

to home

trade>等の金属関係と, ｢穀物代理商｣等の穀

物･食品関係の卸売代理商が多いが89), ｢宝

石･銀細工等代理商｣ [128]もバーミンガムら

しい業種として注目されている90).ここでは,

製造業者と代理商の信用取引を支店長ニコルズ

の本店への報告によって検討しよう.彼は前述

した従業員30人の｢ボタン製造業者｣で支店の

割引顧客となったハズバック[c14]などを例

として,当地域に広くみられた一般的な取引慣

行を次のように説明している.

製造業者は代理商に委託して各地に製品を販

売したが,その代金は,代理商が地方から送っ

てくる小額の手形で支払われたり,あるいは製

造業者が代理商宛てに手形を振出したりして決

済した.ニコルズによれば,すでに引用したが,

『バーミンガムで出回っている手形の多くは,

製造業者の委託代理商ないし巡回商人

(Factors,andthe Travellers of Manufacturing

Houses)が-イングランド,スコットラン

ドおよびウェールズの全域に及ぶ-旅先で商

品を販売して受取った手形を当地に送付して』

きたもので,その『多くは地方銀行やスコット

ランドの銀行がロンドン代理店宛てに振出した

手形』である.ところで『土曜日はバーミンガ

ムの全ての製造業者その他の賃金支払日なので

すが,巡回商人や顧客から製造業者への[手形

の]送金が木曜･金曜に集中することがあると,

受取った手形の引受けを求める余裕がありませ

ん.』支店長はこのような未引受手形を個人銀

行が割引いて顧客を吸収していることを説明し
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て,イングランド銀行もその例に習うよう本店

を説得した91).製造業者はまた,地方の卸売

代理商宛てに手形を振出し代理商がこれを引受

けるという『手形振出･手形引受』 (D'ftsor

Acceptances between the Manufacturers here

and his local correspondent)
92)の関係で代金を

回収することも多かった.当時バーミンガムで

は『従業員は女性ばかりの10名』というあの

｢装飾金具メーカー｣パーセル[226]でも『正

常な取引に基づく顧客の引受手形(Acccies)を

[イングランド銀行バーミンガム支店で]割引

に出して』93)ぉり, 『小規模製造業者(small

Manufacturers)』が『商品を引渡して振出した

ものである場合には』 『振出手形(drafts)の

割引に応ずる』というのがバンクの方針となっ

ていた94).

それはともあれ,総じて『バーミンガム手形

の特徴』は『額面が小さく』 『支払いも不規則』

で,ロンドン払いの場合でも『手数料を惜しん

で』95)銀行払いとしたがらないなど,支店長自

身が改善には『時と忍耐』が必要と認める乱脈

ぶりも存在した.彼は,半公信(親展公文)の

なかで｢バーミンガム手形｣は『満期がきても

-日や二日支払いが遅れることはしばしば』だ
が, 『ほとんど全ての場合[-,二日たてば]

支払われる』から心配ない,などと書いている

から,銀行当局の驚きも想像に難くない.おそ

らく,手形が満期に落ちなくても,それは当事

者の信用とか能力というよりは,深く広く根を

張った当地の長い行動様式なのだというのがニ

コルズの真意であったろう96).いずれにせよ,

ニコルズは, 『小規模製造業者』がこの地域で

は『旺盛な活力と企業心の持ち主』で,小額だ

が『真正の商取引から生じた極めて優良な』手

形を頻繁に持込むから, ｢500ポンド口座｣でも

年間の割引総額は大きなものになることを強調

する.むしろ小額の手形と小額の口座のほうが

『バーミンガムの場合には』正しく有効に機能

して『イングランド銀行の目的を達成するのに

役立つ』というのであb97).バーミンガム支
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店に独自な小規模割引口座はこのような認識を

基礎にして制度化されたものであり,製造業者

と卸売代理商との活発な取引の姿がそこには投

影されていたとみることができる.

②貿易代理商

開業まもなく,支店長は｢貿易代理商｣

(MercantileAgents),とくに対米貿易を担う

委託代理商に割引口座を開くことの可否を本店

に照会し,差し支えない旨の回答を受けた.質

易代理商についてニコルズはこう説明している.

『現在バーミンガムには, Merchantsと称して

はいるが,実際には自分自身の商業取引はほと

んど,あるいは全く営んでいないので,むしろ

Agentsといったほうが適当な人々がいます.

Agentsの多くは一般的にはそう大きな資産を

持たないが性格も行動も大変に優れた人物です.

彼等は手数料で支払いを受けますが, --たい

ていの場合,海外(とくにアメリカ)から注文

を受けた時にロンドンやリヴァプールの商社宛

ての手形を受取り,それで委託主に委託荷の代

金を支払います.手形はしばしば合衆国銀行に

よって,一般にはベアリング商会など,この国

で最も著名な商社[マーチャント･バンカー]

宛てに振出されたものです.』一本店からの

回答には,口座開設の条件として,営業歴2年

以上のイギリス人で『厳正な名誉心,誠実,規

則正しさ』を備えた経営者であることのほか,

割引は『代理商が正常な取引において受取り,

非常に優れた第一級の商社が引受けた手形に埋

られ,代理商自身の振出手形(their own Dfts)

はいかなる場合でも割引かない』ことが強調さ

れている.商品売買の裏付けのある｢真正の手

形｣ (realbill)に割引を限定し,後述の委託荷

(この場合は再委託荷)前貸金融に利用される

危険がより高い｢振出手形｣には関係しないと

いう方針が看取されよう97)

なお開業翌年の1828年4月,イングランド銀

行は｢正規の割引口座｣をもたない顧客のため

諸支店が随時に手形を割引く｢口座外割引勘

定｣ (Miscellaneous Discount Account)の制
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度を創設したが,理事会議事録には『とくに念

頭に置く手形は外国為替手形とアイルランド,

スコットランドの銀行および地方銀行がそのロ

ンドン代理店宛てに振出した手形である』と記

載されている.そして,バーミンガム支店長の

要望を容れて, 『外国手形のなかでも[第1級

の]アメリカ手形(AmericanBills),すなわ

ち合衆国銀行によってベアリングその他の著名

な商社[マーチャント･バンカー]宛てに振出

され,支店所在地の商業代理店(居住者)に送

付されてくる手形』については,その代理商が

割引にもちこむ場合,英国人の署名は割引依頼

人を除くと一名しかない(したがって規定上割

引適格手形でない)が,例外として割引の対象

とすることが認められている98).

【委託荷見返前貸制度の展開】

①委託荷担保前貸の盛況

ところで,委託代理商は,輸出取引の分野で

いえば,イギリスの製造業者･荷主と外国の輸

入業者との売買を仲介するだけではなく,普通,

｢委託荷見返前貸制度｣ (system of advances

and consignment)と呼ばれる金融業務を展開

した.すなわち,地方の委託代理商は製造業者

から委託荷を受取ってその輸出を業務とするが,

そのさい代理商は,まだ買手がつかない委託荷

を見返りとして,製造業者が船積みと同時に委

託代理商宛てに手形を振出すことを承認し,こ

の手形を引受けた.手形は通常インボイス価格

の3分の2から4分の3程度の額面だったが,

製造業者(とりわけ資力の乏しい中小の企業)

はこの手形を割引いて資金を調達した99).他

方,地方-バーミンガム-ブラック･カント

リ地域-の委託代理商は委託された積荷の販

売をロンドンやリヴァプールなどの商社に再委

託し,今度は自らが資金を調達するために手形

を振出して委託荷見返前貸制度を活用すること

が多かった.こうした委託･再委託(さらには

再々委託)と委託荷見返前貸の仝連鎖の頂点に

は,ベアリング商会など有力な引受商会(マ-

第m巻 第2号(1996)

チャント･バンカー)が君臨しアメリカの銀行

や商社とコルレス関係を結んで｢引受信用｣を

与えていた100)

もちろん｢大手製造業者は,委託荷見返前貸

制度の全盛期においても,商人の注文にもとづ

く輸出取引をしていた｣101)といわれている.し

かし,いずれにせよ,本稿が対象とする19世紀

第2四半期がこの制度の｢全盛期｣であり,西

部ミドランズの信用関係のなかでそれが大きな

役割を果していたことは疑いない.じっさい,

イングランド銀行地方支店開業の前夜には,一

連の｢委託代理商法｣ (FactorsActs)の初め

となる1823年法(4 George Ⅳ,?･83),同1825

年修正法(6 GeorgeⅣ,c.94)が制定され,

委託荷見返前貸制度が法的に認知され保護され

ることになった.両法は多くの委託代理商が引

受業務をつうじて荷主(製造業者)の前貸人に

なっているという認識をふまえて,委託代理商

(船荷証券の所有者)を貨物の｢真の所有者｣

(｢先取特権｣ [1ien]の所有者)と見倣すこと

によって,委託代理商に担保権を保障し,さら

にその代理商に前貸(引受信用)を供与する別

の代理商がある場合には後者に｢先取特権｣が

再移譲されることを規定したのである.なお,

1826年3月には｢イングランド銀行の担保金融

を促進する法律｣ (7 George Ⅳ,c.94)が公布

され, 25年法の趣旨が敷桁されて,イングラン

ド銀行が船荷証券の所有者(委託代理商)に委

託荷担保金融を実施する途が開かれた102)

②世界市場と架空信用

委託荷見返前貸制度は貿易と生産の拡大に貢

献し,とくに資力の弱い中小企業の経営を助け

る面はあったが,しかし,本来製造業者･荷主

は発送した商品に買手がついて初めて手形の振

出資格を取得する段取りとなるべきものである

にもかかわらず,この制度では委託と同時に振

出して,これを割引くこともできたから,販売

の裏付けのない商品で架空の資本を創出できた

わけであり,その意味でこの手形は融通手形,

金融手形の側面をもっていた.もともと委託販
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売そのものが海外からの注文によるのでなく売

手の予測需要にもとづく取引で,その意味で

｢本質的性格において投機的｣なのであった

が103),委託荷を担保とした信用の供与は,現

実に架空需要と架空信用にもとづく大量の委託

荷を世界市場に送り出すこととなった.イング

ランド銀行バーミンガム支店は『すべて墓室空

取引(bona丘de transactions)にもとづく手

形』を割引いていることを折に触れて強調して

いるが, ｢自己振出手形｣は別として,大量の

｢アメリカ手形｣について実需にもとづく｢真

正手形｣ (realbill)か否かを厳密に識別するこ

とは困難であった.それに,バンクがいかに

｢真正手形｣原則に忠実であったとしても,過

剰信用･過剰生産が崩壊して仝信用機構が危機

に瀕し, 『当地のアメリカ貿易関係者が破綻し

て,バーミンガム経済がこれに巻き込まれる』

事態となれば,支店も嵐の圏外に立てないこと

は当然で,むしろ第一に責任を問われる立場に

ある104).バーミンガム支店長とその顧客企業

は, 1830年代に,そのような世界市場的な構図

の場に身を置き,それぞれの形で経験を積むこ

とになったのであった.

一例として, 1828年の暮に7,000ポンドの割

引口座を開設したバーミンガムの｢対米貿易

商･委託代理商｣ヴァン･ヴアート(Henry

vanWart)一資本金1万ポンド,年商10万

ポンドー[126]105)についてみよう.オラン

ダ系アメリカ人で農民の子として育ったヴァ

ン･ヴアートは, 1807年に独立してバーミンガ

ムで開業した.英国籍を取得して,当初｢バー

ミンガムをはじめとする各地の製品を大量に買

付けてニューヨーク-船積みする｣独立の輸出

商だったが倒産し,委託代理商に転じて成功,

｢バーミンガムで最も大規模で重要な人物｣と

いわれるまでに発展した.同時代の回想録には,

先にも引用したが, ｢商人として彼は聡明,機

敬,単刀直入,理路整然として,固く名誉を重

んじた.その誠心誠意の人柄で製造業者にも顧

客にも広く敬愛され,社員や職員にも慕われて,

(169) 79

多くは老年まで勤続した｣と善かれている106)

このような優れた実業家だったが,波乱も多か

った. 1832年,対米輸出が激減したときには,

ヴァン･ヴアート商会の苦境も著しく,ブラウ

ン,ウイギン両商会に委託荷を再委託して『委

託商品価格の3分の1ないし4分の3を限度に

両商会宛てに手形を振出している』のだが,こ

れらの引受商会にしても販売の見通しはなく,

手形金額より低い価格での見切処分になればヴ

ァン･ヴアートが損失を補填せねばならない状

況に追い込まれていた.支店長ニコルズはその

状況を本店に報告し, 『ヴァン･ヴアートや同

業者たちの弱い立場』を説明した後,過熱と崩

壊という市況の激動から学ぶべき教訓として,

第1に, 『輸出一般,またとくに対米輸出の-

長期間継続した熱狂的興奮状態が国内市場に有

害だった』こと,第2に,イングランド銀行と

通貨制度への『信頼を滴養する』措置を講じる

ことが,バンクの地位を強化して『[金融政策

の]健全な原則を実現するために』不可欠であ

ることを指摘するのである107)

1836/37年のブームとパニックは,さらに激

しかった. 1836年夏,イングランド銀行総裁は

引受商会(マーチャント･バンカー)の引受手

形についてそのバンク保有高の激増に『注意を

喚起』し,バーミンガム支店長(ニコルズの後

任)に｢アメリカ手形｣の削減を『極秘で』指

示したが108),支店側は全て｢真正手形｣を割

引いているのだからと,急激な引締めには消極

的だった109).景気の過熱に対処する基本的な

政策手段であるバンク･レートの引上げは,中

央銀行政策が形成途上にあった当時のことで,

遅すぎ,また不徹底で, ｢とかくするうち,破

産が始まった.｣ 1837年1月,大手のアメリカ

取引商会から援助の要請があり,これが｢長い

やるせない負債物語の端緒｣になった110)

救済融資についても,本･支店や顧客の意見

は多彩だった. 37年3月,経済的窮境を訴える

『バーミンガムの主要商工業者』の代表が首相

への請願運動を組織したときに,支店長は割引
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口座開設第1号の顧客(ショー[cl])などを

動員しで情報を収集し,この組織が全商工業者

の代表とはいえない偏った構成であり,基本的

には上述した『ヴァン･ヴアートその他の対米

貿易代理商会[マーチャント･バンカー]によ

って支援されている』ことを本店に報告した.
『要するに,目一杯伸びきって商売してきたた

め,最近の難局に対処できなくなってしまった

連中』だというのである111).やはり割引顧客

でアメリカ貿易の委託代理商であったゴダード

(SamuelA. Goddard) [61]は, 『バーミンガ

ム･ジャーナル』などに健筆をふるったことで

も知られるが, 『1836年の夏に始まったイギリ

ス通貨の収縮が破局の真の原因』だったという

認識と,対米貿易と委託前貸が『生産諸階級』

に有益であるという主張から,積極的な金融政

策と対米貿易商会への徹底した救済融資の実行

を強調した.支店長ギ-チ(Charles Geach)

は,発券拡大というゴダードの処方隻では,当

座は貿易商を救えても,物価騰貴一輪出減少と

いう『副作用』があるから,工業企業家は救え

か､という見解であった112)

以上,割引口座の分析を手掛かりにして明ら

かにしたように,当時のイングランド銀行バー

ミンガム支店は｢中央銀行｣支店であると同時

に｢地域の銀行｣ ｢地場産業の銀行｣であった.

それは｢通貨の銀行｣ ｢銀行の銀行｣であると

ともに｢割引銀行｣ ｢競争銀行｣的な行動様式

を色濃くもち, ｢製鉄の銀行｣ ｢町工場の銀行｣

として機能していた.また,それは大小多彩な

｢商社の銀行｣であり,とくに委託代理商との

関わりをとおして,世界市場や架空信用と対峠

する位置にも置かれていた.そうした現場の経

験や情報の蓄積が中央銀行政策の形成史にどの

ような構成的影響力をもちえたのか.この点が

以下での課題である.
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